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アクセサリーキット 

取扱説明書 

お買い上げいたださありがとラございまず。 


リチヤージャブルパッテリーパックについ 
て 


[/ ( ッテ U - から液び漏れたら、 

• すぐに火気より遠ざけてください。漏れた液や気体に引火し 
て発火、破裂の恐れびあ0ます。 

• 目に入った場合は、こすらずにすぐに水道水などを量のきれい 
な水で充分に洗ったあと、医師の治療をラけてください。 

• 液を□に入れた0、なめた場合、すぐに水道水で□を洗浄し医 
師に相談して < ださい。 

•液び身体やな服についたときは、水でよく洗い流してくださ 

い。 


A 危 P ま1下記のを意事項を巧らないと义巧 • 


A A 

ル泌 巧裂 


破裂により死亡や大けびなどの 
人身事がびをじます。 


I A ^17^1 電気製品はを全のためのを意事頂を巧 6 ないと、 
1/ へた■陕 I 火がや人身事故になることがありまず。 

この取扱説明書には、事故を防ぐたゆの重要な注意事項と製 
品の取り扱いかたを示しています。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、製品を安全にお使いく 
ださい。お読みになったあとは、いつでち見られるところに必 
ず保管してください。 


の 
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V 0 C (揮発性有機化合物)ゼ n 植物油型ィ 
ンキを使巧しています。 


まをのために 


IA 危険 

この表示のま意事項を守らないと硕めて 
を険な状況が起こり、その結果大けがや死 
tL いたるを害が発生しまず。 

A 警告 

この表示のま意事項を守らないと思わめ 
を険な状況が起こり、その結果大けがや死 
t にいたるを青が発をずることがありま 
ず。 

l / i \ 注意 

この表示のま意事項を守らないと、感電や 
その他の事故によりけがをしたり周辺の 
家財に損害を与えたりすることびありま 
ず。 



を意を促ず記号 行為を禁止ずる記号 


座座 A 0 

火災 破裂 感電 禁止 


•义の中に入れない。ショート(短絡)させたり、分解しない。電 
モレンジやオーブンなどで加熱しない。コインやヘアピン、 
ネックレスなどの金属類と一緒に携帯、保管すると©と©の端 
モ(田-①)に接触し、ショート(短絡)することびあります。 

• 火のそばや炎天下、高温になった車の中などで放置した0、充 
電したりしなし)。 

•水-海水-牛乳-清涼飲料水-石験水などの液体で濡れたバッ 
テ IJ 一を充電したり、使用しない。 


A 警告下記のま意事項を巧らないと义巧 
などにより死亡や大けびの原因と 
な日まず。 


A 


•ノ \ンマーなどでたたいた0、踏みつけたり、落下させるなどの 
衝撃や力を与えない。 

•水-海水-牛乳-清涼飲料水-石験水などの液体でバッテ U — 
を磊らさない。 

• 乳幼児の手の届かない所に置き、□に入れないよラを意する。 
万一飲み込んだ場合は、ただちに医師に相談してください。 


A 注意] 


下記のを意事項を守呂ないとけ■た i 
をすることがあ0まず。 


•機器に取り付けたあと、バッテリー本体を持って機器を持ち運 
ばない。 


[ お願い I 


鶴 

Li-ion 


リチウム リチウムイオン電細ま J 」 サイクルできま 
イオン す。不要になった U チウムイオン電池は、 
電池 金属部にセ□ノ \ンテープなどの絶縁物を 

目占つて電池 U サイクル協力店へお持ちく 
ださい。 


巧電式電地の回収*リサイクルおよびリサイクル協力店につい 
ては 

有限責任中間法人」 BRC ホームページ 
http://www.jbrc.net/hp/contents/index.html 
を参照してください。 


IJ モー トコマンダーについて 


警告 I 下記の注意事項を守 S ないと、 

A 瓜义巧•感電によ日巧亡ゃ大けが 
必必 の原因とな日まず。 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電 
気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、火災や感電など 
により人身事故になることびありを険です。事故を防ぐために 
次のことを必ずお守りください。 

• を全のためのま意事項を巧る 
• 故障した6使わずに、ソニーのホ目談窓口に相談する 


〇パッテリーパックまた 
は電池をはずず 
卜 © ソニーの相談窓口に相 
談する 


•万一、異常び起をた5 

変な音-においびしたら、 
煙び出たら、異苗に温度び 
上びったら、 


製品およぴ同栖物を、幼巧-子供の手の届<豁囲に 
が置しないでください。 

幼児の手の届かない場丽こ置さ、□に入れないよラを意 
する。万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師に相談し 
て < ださい。 

落下や損傷により内部が露出した場合は、すみやか 
に電池を巧き、使巧を中止してください。 

感電や火傷のおそれびあります。また内部に手を舶れ 
ないで < ださい。 

万一、使用中に高熱、焦げ臭い、煙が出る等の異常を 
感じたら、すみやかに電池を巧を、使用を中止して 
<ださい。 


0 

禁止 

0 

禁止 

0 

禁止 


A 電池についてのまを上のごを意 

1 /.^ q 巧 漏液、発熱、発火、破裂などを避けるため、下記 
のことを必ずお守りください。 

• 指定された電池ながは使わないでください。 

• 電池の極性 (®/©) を逆に入れないでください。 

• 電池を火中へ巧入したり、充電、ショート、分解、加熱をしない 
で < ださし、。 

• 電池は使い切ってから廃棄してください。また廃棄するとさ 
は、テープなどで接点部を絶縁してください。 

電池容量び残っていた0、他の金属と接軸したりすると、発熱- 
破裂-発火の恐れがあります。 

お住いの自治体の規則にしたびって正しく廃棄するか U ヴイク 
ルして < ださい。 

ちし電池の液び漏れたとさは、電池ケース内の漏れた液をよくふ 
きとってから、新しい電池を入れてください。万一、液び身体や 
巧服についたとさは、水でよく洗い流して < ださい。 


同お物 

U チャージャブルバッテ U - パック ( NP - FH 50 K 1) 
U モートコマンター ( RMT - DSLR 1)(1) 

ソフトキヤ U ングケース ( LCS - SC 13)(1) 

印刷物一式 

a はソニー株式尝社の商標でず 


アフターサービス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この取扱説明書をわラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合び悪いとさは 

ソニーの相談窓□にご相談ください。 

ご相談になるときは、;欠のことをお知らせください。 

• 品名： NP - FH 50 または RMT - DSLR 1 または LCS - SC 13 
• 故障の5|犬態：でをるだけ詳しく 
•購入年ち曰 


よく巧るお問い合わせ、度み方をなどはホームページをごま用<ださい。 

http://www.sony.co.jp/support 


巧い方巧設如 


フリーダイヤル . 01 20-333-020 

携帯電話- PHS -— 部の IP 電話-. 0466-31-2511 



上記番号へ接続を、最初のガイダンスが流れている間に 

r 402 j + r 井 J 

を巧してください。直接、担当,客口へおつなぞします。 


FAX (巧お）01吕 0-333-389 

受巧時聞月〜金:9:日〇〜20:00 ±•日•巧曰:9:日〇〜17:00 

ソニー株式会社 〒1日 8-0075 東京都港区遣南1 -7- 1 


■J チヤージャブルパッテ IJ— パックについ 



使用上のごま意 

• 高温になる所に放置しないでください。’性能劣化や故障の原 
因になることがお0ます。 

•端子部分(田-①)にゴミや砂などの異物び入らないようにを意 
して使って < ださい。 

• お使いになる機器の取扱説明書わあわせてご覧ください。 

充電について 

ご使用前に必ずソニー製専用充電器、または充電機能びある機器 
で充電してください。 

( AC アダフター/チャージャ ー AC - VQH 10 など、本バッテ U - 
を充電できる機器） 

周囲の温度び10で〜3日での範園で、お充電まで充電することを 
おすすめします。この温度 iU がでは、効果的な充電びできないこ 
とびおります。詳細な充電のしかたと充電時間については、充電 
ずる鲁機器の取扱説明書をご覧ください。 

バッテリーの上手な使いかた 

• 通常のご使用においては、充電の前に電池を使い切る必要はあ 
りません。巧量びあっても充電容量には影響ありません。 

• 周囲の温度び低いとバッテ U —の性能び低下します。ポケッ 
卜などに入れて暖かくしておさ、ご使巧の直前にお使いになる 
機器に取0付けることをおすすめします。 

• 撮影には予定撮影時間の2〜3倍の予備バッテ U —を準備し 
て、事前に試し撮りをしましょう。 

バッテリーの残量表示について 

•残量表示が充分なのに電源びすぐ切れる場合は、再度お充電し 
てください。残量び正しく表示されます。ただし長時間高温 
で使用したり、満充電で放置した場合や、使用回数びをいバッ 
テ U —は正しい表示に戻らない場合びあります。 

• 撮影時間の目まとしてお使いください。 

• 別売の AC アダフター/チャージャー AC - VQH 1 0をお使いの場 
合、使用可能時間表示に制約び出ることびあります。 

バッテリーの保管方法について 

長期保管の際は1年に1回程度満充電にしてご使用の機器で使 
い切った後、取りはずして、涼しい場所で保管してください。 

バッテリーの寿命について 

•バッテリーには寿命びあります。使用回数を重ねたり、時間び 
経過するにつれバッテ IJ 一の容量は少しずつ低下します。使 
巧でさる時間び大幅に短くなった場合は、寿命と思われますの 
で新しいちのをご購入ください。 

•寿命は、保管方法、使巧状況や環境、バッテ U —ごとに異なりま 
す。 

撮影-記録内容の補償について 

万一、バッテ U —などの不具合によって撮霖や記録、再生びされ 
なかった場合、撮影•記録内容の補償についてはご容赦ください。 


























































■ J モー トコマン ダー について 



巧0扱い上のご注意 

電池にごいて 

•電池の製造後の経過期間により、新しい電池でち電池寿命び短 
くなる場合びあ0ます。また、長期間の;5树于や寒いところでは 
予備の電池をご用意< ださい。なお低温のために'性能び低下 
した電池は、南温に戻せば、性能は回復します。 

巧用温度について 

•急激な温度変化を与えると内部に水滴を生じる可能性びあり 
ます。スキー場のよラな寒い屋外か5暖かい室内に持ち込む 
場合は、きい屋がでビニール袋などに入れ、袋の中の空気を絞 
0出して密閉します。その後室内に持ち込み、周囲の温度に充 
分なじませてから取り出してください。 

その他のご ミ 主意 

• 本機は防水構造になっていません。万一、水に属れた場合は乾 
いた巧でふき取り、すみやかにソニーの相談窓□にご相談 < だ 
さい。 

• 本機を絶対に分解しないでください。故障したとさは、必ずソ 
ニーの相談窓□にご相談ください。 

•本機のお手入れには、柔らかし佈で巧れを軽くふき取ってくだ 
さい。シンナー、ベンジンなどの有機溶剤を含むク U —ナーは 
絶対に使用しないで<ださい。 


•直射日光下の車内など極度の高温下や、湿度の高いところに放 
置しないでください。 

• 感電の原因となることがあ0ますので、めれた手でさわらない 
でください。 

互換性について 

• 下記 URL より、本機とデジタルー眼レフカメラの互換情報をご 
覧いただけます。 

http://www.sony.co.jp/support 


まな特長 

本機は J」 モコン受光部搭載のソニーデジタルー眼レフカ;ラ 
(切下、カメラとする)専用のリモートコマンダー（政下、リモコン 
とする）です。 

U モコンを使用すると、政下の操作を行なうことがでさます。 

• IJ モコン操作によって、撮影したり、画像をテレビで再生する 
ことびでさます。* 

-画像を撮影する 
-画像を見る 

-再生画像の拡大/縮/」\をする 

• な(スライドショー)ボタンを巧すことで、簡単にテレビでスラ 
イドショーを見ることができます。* 

• PictBridge 対応プリンターと接続し、 U モコンの PRINT ボタン 
を巧すことで、テレビで再生した画像を印刷することびでさま 
す。 

* カメラをテレビに接続していないと働きません。 

4# HDMI ケースレを使って、カメラを八イビジョンテレビに接続 
していないと働さません。 


回各部のち前 

12 SEC (2 秒後シャッター)ボタン 

2 SHUTTER ボタン 

3 [!] (ヒストグラム）ボタン 

4 DISP (表示切り換え)ボタン 

5 H (インデックス）ボタン 
6 たみ(回転)ボタン 

7 W (再生)ボタン 

8 mInU ボタン 

9 PRINT ボタン 

10 I 」モコン発光部 

11 り(スライドシヨー)ボタン 
12 @/巧(拡大/撤」、 ) ボタン 
削瞭)ボタン 

14 ▲/▼/◄/►/ ■ボタン(マルチセレクター) 

ご ミ 主意 

2 SEC ボタンと SHUTTER ボタンな：外は、カメラをテレビに接続し 
てレないと働さません。 


因準備する 

• 絶緑シート④を引さ抜いてか5本機を使ってください。 

•本機をカメラ前面の U モコン受光部に向けて操作してくださ 
い。 


因電池を交換する 

1 タブ®を内側に押し込みなが5、溝に m をかけ 
て電池を引さ出ず。 

2 ちい電池を取り出し、+面を上にして新しい電池 
を入れる。 

3 電池ケースを「カチッ」といラまで差し込む。 

ごミち意 

本機には、ボタン型 U チウム電池に R2025) が内蔵されていま 
す。 CR2025 政かの電池を使用しないでください。 


撮影する 

被写体にピントが合っているのを確認してか6、 
SHUTTER ボタンまたは2 SEC ボタンを巧ず。 

-SHUTTER ボタン---ボタンを巧ずと、すぐにシャッター 
を切 0 ます。 

-2 SEC ボタン . ボタンを巧して、2秒後にシャッ 

ターを 切0ます。 

• 撮影に関しての詳細な設定については、カメラ本体の取扱説 
巧書をご覧 < ださい。 

• その他のボタンは、テレビと接続したときに使います。 


カメラをテレビに接続して、再を 
操作をする 

カメラ本体をビデオケースレ/ HDMI ケーブルでテレビに接続 
して再生モードにすると、自動的に本機での再生操作が可能とな 
ります。本機のボタンのほとんどは、カメラのボタンと同じ働さ 
をします。 

• お使いのカメラの取扱説明書ち合わせてご覧ください。 
•SHUTTER ボタン、2 SEC ボタン、 PRINT ボタンは、撮影時、 
または PictBridge 対応プ U ンターと接続したときに使います。 

スライド シヨー について 

U モコンの巧(スライドシヨー)ボタンを使うと、スライド 
ショーの開始/終了び簡単にできます。スライドショー再生中 
は、本機で似下の操作が可能です。 

-◄►で画像を戻す/送る 
-■ で一時停止/再生開始 


プ y ントする 

HDMI ケーブルを使ってカメラを A イビジョンテレビに接続する 
と、テレビで画綠を見ながら簡単にフ U ントでさます。 

1 カメラをテレビに接続ずる。 

2 カメラと PictBridge 対応プリンターを接続ずる。 
3 プリントしたい画像を表示ずる。 

4 本機の PRINT ボタンを押ず。 

• プリントに関しての詳細な設定については、カメラ本体の取扱 
説明書をご覧ください。 


ソフトキヤ IJ ングケースについて 



カメラを収納ずるときのごま意 

• ズームレンズのイ呆護のため、レンズキヤッフを付けて、短くし 
た状態で収納して下さい。 

• レンスフードは逆向きにして取り付けて、収納して下さい。 

• カメラの底面が下になるように収納して下さい。（イラスト且) 
• カメラのグ U ッフ部を上にして収納するとカメラび不安定に 
なり、ケースを持ち上げた時に傾いたり、持ち運び時にケース 
内で移動したりすることびあります。{イラスト己） 
•バッテリーやその他のアクセヴ U —をカメラと一緒にケース 
内に入れると、振動などで移動してカメラやレンスに当たり傷 
や故障の原因となる恐れびありますのでごを意下さい。 


取 D 巧い上のま意 

• 表面の巧れは、乾いた柔らかい布などでなを取って下さい。ア 
ル〕ール、ベンジン、シンナーなど揮発性のものや、固い材質の 
ブラシやタワシ類は使用しないでください。ケースの変質、色 
落ち、損傷の原因となります。 

• ケースび濡れたとさは、表面のか分をおさ取り、形を整えてか 
ら陰干しをして下さい。ケースの型崩れを防ぎます。 

•直射曰光の当たる場所や、閉め切った自動車内、熱器具などの 
近くに放置しないでください。ケースが変形、変色したり、収 
納しているカメラび故障したりする原因となります。 


まな仕様 

リチャージャブルパッテリーパック 

最大電圧： DC 8.4 V 

公称電圧： DC 6.8 V 

容量： 6.1 Wh (900 mAh) 

使用温度： 0で〜40で 

外形寸法： 約 31.8X18.5X45 .日 mm (幅X高さX奥行き） 

質量： 約50 g 

U モートコマンダー 

電池： ボタン型 3VU チウム電池に R2025) 

外形寸法：約41 .5 X 94.5 X 13.5 mm (幅 x 高さ x 厚さ） 
質量： 約27曰(電池含まず） 

動作温度： 〇で〜40で 

保存温度： -20 で〜+6日で 

備考： ボタン型 3VU チウム電池に R2 日 25) 内蔵 

ソフトキャ U ングケース 

がお寸法：約 265X152 XI43 mm (幅 x 高さ x 厚さ） 

質量：約3 2 5 g (ショルダーストラッフ含む） 

仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することびありまず 
が、ご了承ください。 
















































































